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アースラブ方式を用いた汚泥減量化の試み

佐藤邦彦，高橋正昭，矢部栄次 ，矢部孝 ，安田雅直1 1 2) ) )

The Sludge Curtailment Effect in Activated Sludge Process Using "Earthlove"

Kunihiko SATO, Masaaki TAKAHASHI, Eiji YABE , Takashi YABE ,1 1) )

and Masanao YASUDA2)

アースラブ方式排水処理技術による小型排水処理試験装置を用いた汚泥削減の実証実験を

実施した．約 ヶ月間，余剰汚泥の引き抜きを行わずに連続運転を実施したところ，装置内5
の汚泥増加量は同一流入水を処理する下水処理場の汚泥引き抜き量の ％であった．処理水27
の水質としては， は安定して ～ ％の削減率が得られた． は ％程度のBOD, COD 80 90 T-N 50
削減率であったが については約 ％の削減率が得られた．T-P 80
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はじめに

下水道の普及率に伴い，余剰汚泥の排出が増加

している．汚泥の有効利用として，コンポスト化，

燃焼あるいは溶融処理，などのリサイクル，減量

化が実施されているが，種々の問題から，その多

くが埋め立て処分されている．近年，埋立処分場

の確保が困難となりつつあり，廃棄処理のコスト

が急増している．処理コストの削減は企業のみな

らず公共下水処理場などにおいても重要な課題と

なっており，そのための汚泥削減技術開発が進め

られいる．

余剰汚泥を削減する方法として現在のところ，

表１の技術が開発されている ．多くが余剰汚泥を
1)

人工的に分解して減量化していくものである．自

然に優しい技術として最近は特殊な微生物を用い

た汚泥の分解も研究されつつある．

この一方法としてアースラブ方式による汚泥削

減技術がある．アースラブ方式の水処理フローは

基本的に標準活性汚泥法と差異がないが，リンネ

と呼ばれる処理液をばっき槽とアースラブ方式特

有の分解槽に投入することによって，長期間にわ

たり汚泥の抜き取りを必要とせず処理できるとさ

れている．今回，汚泥の発生の有無及び排水処理

性能を確認するため，アースラブ方式による排水

処理実験を実施したのでその概要を報告する．

1 2)(有)アースラブ・ニッポン )環境部大気水質課

表１ 汚泥の減量化方法
方式 方法 名称
物理化学 オゾン分解 オゾン汚泥減量法
的処理 水熱利用法 水熱分解法

分解処理剤利用 汚泥減容化システム（バイオダイエット）
機械的処理 高速回転ディスク法

ミル破砕法
超音波処理

生物処理 メタン発酵法 ＵＳＡＢ法
共生生物利用 ＡＣＡ法（微生物共生材活用処理法）
微生物利用 アースラブ法






